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QWERTY KEYBOARDS AS OFFICE EQUIPMENTS





1867 年 10 月 9 日、Western Union Telegraph (以下
WUT) のミルウォーキー支局に、印刷電信機と呼ばれる機
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さらに Densmore は、ニューヨークの American Tele-
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図 4. 1872年 8月 10日『Scientific American』誌の表紙
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— James Densmore: “Typewriting and Telegraphy,” The
Phonographic World, Vol.2, No.1 (September 1886), pp.6-7.
販路が拡大するにつれ、SholesとGliddenの工房では、タ
イプライターの生産が間に合わなくなってきていた。Dens-






えた。ニューヨーク州イリオンのE. Remington & Sons (以
下ER&S)ならば、あるいは量産化が可能かもしれない、と。
3. タイプライター量産化へ
1873 年 6 月 11 日、Sholes はイリオンにいた。社長の
Philo Remington や取締役の Henry Harper Benedict と
会い、タイプライターの量産化について、議論を交わすた
めだった。この 3ヶ月前の 3月 1日、Densmoreと Yostは
Remingtonと契約しており、量産化の検討がすでに始まっ
ていた。銃器やミシンを生産する ER&Sの工場で、Sholes
とRemingtonは商標を「Sholes & Glidden Type-Writer」
と決めた。
1874 年 4 月 30 日、「Sholes & Glidden Type-Writer」























ER&S の William McKendree Jenne は、Brooks のア
イデアをタイプライターに組み込み、さらには量産化の工
程もクリアして、1878 年 1 月「Remington Type-Writer
No.2」(図 7)として発売にこぎつけた。キー数は 40で、左




小文字 26種類、数字 8種類、記号 16種類を打つことができ
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写 3.「Caligraph No.2」
Wyckoff と Benedict は、E. & T. Fairbanks Company
の Clarence Walker Seamansと組んで、1882年 8月 1日







ington Standard Type-Writer No.2」として発売した。こ
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Charles Newell Fowlerと組んで、1893年 3月 30日、持株
会社の Union Typewriter Companyを設立したのである。
持株の対象は、タイプライター会社のトップ 5 (Remington,
























図 11.「Underwood Standard Typewriter No.5」
中の文字をその瞬間に見ることができる。これを実現する技
術がフロントストライク式であり、同社は 1900年 6月 8日
発売の「Underwood Standard Typewriter No.5」(図 11)
で、この技術を完全にモノにする。結果として「Underwood











































































図 12.「Morkrum Printing Telegraph」とキー配列
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年 1月 1日の合併後はMorkrum-Kleinschmidt Company)
の爆発的ヒット商品となり、1929年 8月に社名を Teletype
Corporationに変更している。
1931年 11月 21日、American Telephone & Telegraph





type Model 15」(写 6、オペレータは AT&T Bell研究所の









1933年 6月 20日、International Business Machines
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構は、「Model 32」と「Model 33」がタイプ・ホイール式、
「Model 35」がタイプ・ボックス式だった。当時のASCIIに
は小文字が無く、大文字 26種類、数字 10種類、記号 28種
類 (空白を含む)を実装すれば十分だったので、「Model 35」
のタイプ・ボックス (写 11)は 64個の活字を収納しており、
各活字を背後から押し出すことで印字がおこなわれた。
















金を無駄にしている。— David Kahn: The Codebreakers,

































れていた。「Teletype Model 33」に始まる ASCII配列キー
ボードを、「Teletype Model 40」は捨て去ると同時に、遠
隔タイプライターそのものも葬り去ったのである。
1981 年 8 月 12 日、IBM は「IBM PC」(写 14) を発表
した。「IBM PC」は、パーソナルコンピュータを銘打って
いるものの、その実、オフィスでの使用をかなり意識して
設計されていた。重厚な QWERTYキーボードは、IBMが
「Electromatic」から「Selectric」へと培ってきた技術を存
分に投入しており、「2」のシフト側は、もちろん「@」だっ
た。「IBM PC」は、すぐには「Selectric」の代替にならな
かったが、それでもタイプライターの市場は急速に萎んで
いった。「IBM PC」は、大型コンピュータの端末としても使
えるよう設計されており、「VT100」などの市場も食い荒ら
していく。テレックスは電子メールに取って代わられ、遠隔
タイプライターはオフィスから消え去った。オフィスにあっ
たタイプライターは、ほぼ全てがパーソナルコンピュータに
置き換わってしまった。
写 14.「IBM PC」
ただ、タイプライターが消えてしまった後も、QWERTY
キーボードは、脈々とオフィスに息づいている。インターネッ
トの台頭により、QWERTYキーボードを搭載したパーソナ
ルコンピュータは、通信機器としての役目をも担うことに
なった。電信機器としての起源を持つQWERTYキーボード
が、タイプライターの普及によってオフィスへと入り込み、
今また通信機器の一部となっているのは、あるいは、歴史の
皮肉と言えるのかもしれない。その一方で、現代の通信機器
の雄である携帯電話は、QWERTYキーボードとは相性が悪
いらしい。このあたりについては、また、稿を改めて考察し
てみたいと思う。
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